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要旨

　この研究では、恐怖による体温の低下の真偽と体温の変化の原因を明らかにすることを目的とし、実際に恐怖体験

をする実験をした。その結果、体温の変化の原因は血液の流れの変化であり、恐怖によって体温が低下する場合は少

なく基本的には体温は上昇する場合が多いことが分かった。

　

１　はじめに

　肝試しといえば夏という考え方は現代の日本人に

強く根付いている。私にも肝試しの経験があり、その

際の肌寒い感覚を今でも覚えている。しかし、本当

その時の体温は低下していたのか。もしくは何らかの

反応により体温が下がったと錯覚したのか、と疑問に

思いこの研究に至る。ここでは、「恐怖によって人間

の体温は本当に低下するのか。」を問いとし、体温の

低下の真偽とともに、もし変化があった場合どのよう

に変化し、その原因は何なのかを調べることを目的

する。仮説として、恐怖により体温は低下すると考え

る。なぜなら、恐怖を感じたことによる心拍数の低下

が原因で血液の流れが著しく遅くなり、体温が下がる

と思うからだ。

２　検証方法

　実際に恐怖を感じることのできる動画を視聴し、脇

と手首の二箇所の体温を視聴前、視聴中、視聴後の

３回に分けて変化を調べる（＊脇は体の中心の温度

に近いため人間の体温と言える）。また、それぞれ一

分間あたりの心拍数も図っておく。

　

３　結果 　

図１　動画の視聴中における体温及び心拍数の数値

　　　視聴前 　　　視聴中 　　　視聴後

　　　手首 　　　36.4℃ 　　　35.7℃ 　　　35.8℃

　　脇（体温） 　　　36.7℃ 　　　36.9℃ 　　　36.6℃

心拍数（１分間） 　　　52回 　　　59回 　　　53回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



４　考察

　結果から、これらのことを読み取ることができる。手

首では視聴前後で温度が低下していて、視聴中の

温度が最も低い。脇では視聴前後で温度が上昇し

ていて、視聴中の温度が最も高い。心拍数は視聴

中に著しく多くなっている。これらから、心拍数の増

加により体の中心の温度（体温）が上がり、体の中心

から離れたところの温度は低下したと考えられる。こ

こでは、仮説と逆の結果になった。突発的な恐怖に

より一時的に心拍数が増加し、血液が心臓部分に

多く集まる。それにより、心臓付近の血液の流れは

速くなるがそれ以外の血液の流れは遅くなり、このよ

うな変化が起きると思われる。つまり体温の変化の原

因は心拍数（血液の流れ）であると言える。では、な

ぜ恐怖によって体温が低下している感覚に陥ること

があるのか。櫻井勝康さんの「匂い物質による恐怖

反応に伴う体温低下の神経メカニズム」という論文に

よると、恐怖反応に伴って体温が低下する場合もあ

り、これは恐怖刺激に対する生存戦略の一部と考え

られているらしい。このように、恐怖は体温に対して

異なる影響を与える可能性がある。

５　結論

　人間は心拍数の変化が原因で恐怖を感じると基

本的には体温が上昇するが、一部の特殊な条件下

においては体温が低下するときもある。

６　今後の展望

　今回の研究は個人差があるかもしれないので、他

の人にも協力を仰いで実験をする。また、恐怖による

体温の低下については不確定要素を多分に含んで

いるので、これが起きる条件を突き止める。
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